
2015-(1)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース            ２０１５年１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 学会長 室橋 高男 （札幌医科大学附属病院）   

■ 学会事務局長 小林 勝  （滝川市立病院） 

■ 会 期 2015 年 11 月 29 日（日） 

■ 共 催 
北海道・東北臨床工学技士会連絡協議会 

公益社団法人北海道臨床工学技士会 

■ 受付開始 ８：４５～（予定） 

■ 開 演 ９：２０～（予定） 

■ 会 場 
北海道大学 学術交流会館 

札幌市北区北８条西５丁目  JR 札幌駅から徒歩８分 

■ 参加費 
会員、東北６県技士会会員：\４,000 賛助会員：\４,000  

非会員：\6,000 学生：\1,000 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース―目次―No.125 

 
第 2 6 回北海道臨床工学会  第 2 回北海道 ・東北臨床工学会  合同開催予告 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 
北海道臨床工学会および北海道 ・ 東北臨床工学会へ参加 さ れ る皆様へ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 
第 6 回北海道呼吸療法 セ ミ ナ ー 終了 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 
第 2 回 地 域 連 携 セ ミ ナ ー 終 了 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 
1 1 月からの予定表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 
F C C S ( F u n d a m e n t a l C r i t i c a l C a r e S u p p o r t ) セ ミ ナーへ参加 して き ま し た ! ・ ・ ・ 5 
理 事 会 か ら の お し ら せ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 
P M D A 医療安全情報 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 
R M ニ ュー ス ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7 
頑張れ！フレ ッシ ャーズ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8 

 
 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース 
No.125  
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事務局へのお問い合わせは上記 Homepage お問い合わせフォームより  

発行人：室橋 高男 

〒060-8543 

北海道札幌市中央区南１条西１６丁目 

北海道公立大学法人 

札幌医科大学附属病院 臨床工学部 

TEL  011-611-2111 

 

平成 27 年 11 月 29 日(日)第 26 回北海道臨床工学会および第 2回北海道・東北臨床工学会

が合同で開催されます。 

会員皆様の日常業務及び創意工夫、研究など多数の演題発表をお願い申しあげます。 

また、参加を予定されている方や関係者の皆様におかれましては、内容変更や確定事項が

あるごとに「公益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ」を随時更新いたしますの

でご確認願います。  

時節柄、御多忙のことと存じますが多数の参加をお願い申し上げます。 

 

http://www.sora-scc.jp/
http://www.sora-scc.jp/
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◆ ◆ ◆  発表者の皆様へご案内 ◆ ◆ ◆   

 

■ご発表頂きます時間の少なくとも 30 分前ま

でに必ず会場受付にお越し下さい。試写と通

過確認を致します。ファイルが開かないなど

のトラブルを考え早めにお越し下さい。 

 ★PC 持ち込みの方も必ず事前に受付を済ませ

て下さい。  

■一般演題発表者は発表予定時間 10 分前には

次演者席にご着席下さい。  

■一般演題の口演時間、討論時間は演題数によ

って調整します。（前年度は口演 6 分、質疑応

答2分 両方とも長くなることはありません）   

■一般演題発表中、5 分で 1 回、6 分で 2 回のチ

ャイムを鳴らしてタイムリミットであること

をお知らせします。 

■登録時は、口演・ポスターを選択できますが、

口演のみの予定です。演題数によっては学会

事務局の裁量で変更する場合があります。  

■発表中のスライド操作は発表者に行って頂き

ます。音声の利用はできません。  

■発表データファイルを保存した USB メモリ

をご持参下さい。USB メモリは、突然認識し

なくなるなどのトラブルがありますので、バ

ックアップの USB メモリも準備しておくこ

とを強く推奨致します。 

■事務局にてご用意しておりますパソコン

（Windows）には PowerPoint 2010 以上の

Version をインストールしております。上記環

境にて正常に作動するデータのご用意をお願

い致します。対応ソフトは Windows 版

Microsoft の Power Point のみです。 

■Macintosh で作成したファイルは Windows

で動作確認をしてからお持ち下さい。  

■動画は可としますが、事務局で用意する PC

に動画再生に必要な Video codec が Install さ

れていないなど、再生できないことが多々あ

りますのでご自分の PC を持参して下さい。  

■ファイルの修正は PC 受付コーナーで対応で

きるようにします。 

◆ ◆ ◆  座長の皆様へご案内  ◆ ◆ ◆   

 

■座長の皆様は、ご担当セッション開始 30 分前

までに「総合受付」に到着の旨をお知らせ下

さい。担当セッション開始 10 分前には次座長

席へご着席下さい。  

■担当セッションは必ず時間内に終了するよう

格段のご配慮をお願い致します。 

 

◆ ◆ ◆討論、質疑応答でのお願い◆ ◆ ◆  

  

■質問は所属・氏名を述べたのち要点のみを簡

潔に発言し、限られた時間内で有意義な討論

ができるようご配慮下さい。 

  

 （重要!!）演者の皆様へ  
投稿原稿提出についてのお願い 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会  

広報委員会 

  

今回、発表される一般演題を会誌に掲載いた

します。掲載を希望される方で、学会当日に投

稿原稿を提出されない方は、「投稿・執筆規定」

に従い、下記の期日までに必ず投稿原稿を提出

して下さい。提出は郵送でもメールでも受け付

けます。  

編集用に用意しているパソコン(Windows)に

は、MicrosoftのWord2010とPower Point2010

に対応できるようにしています。原稿はWord、

図表にはPowerPointを用い、上記環境にて正常

に動作するデータでお送り下さい。また、図表

は白黒に修正してからお送り下さい。  

なお、公益社団法人北海道臨床工学技士会会

誌は現在ISSN登録となっています。今回発表さ

れる内容を他学会にて全く同じ内容で論文投稿

の予定がある場合は二重投稿とみなされますの

で、注意をお願いいたします。  

 

記 

締め切り期日：2016年1月15日（金）必着  

原稿送付先：〒070-8610  
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1. 北海道臨床工学技士会会誌では、研究論文、

研究速報、症例報告など、他誌に未発表の原

稿を掲載します。  

2. 投稿は北海道臨床工学技士会会員とします。  

3. 原稿提出の基本  

1）原稿の大きさはA4判（縦使用）横組み、パ

ソコンにて、1行40字×40行（1600字）にして

ください。  

2) 図表はA4用紙に図表だけをプリントアウ

トした物を提出してください。  

3)原稿枚数は規定しませんが、図表の合計は

10点以内を目安にしてください。  

4)図表を含めた提出原稿は、原本の他にコピ

ーを添付してください。  

5)作成した原稿は、プリントアウトしたもの1

部とCD-RまたはDVD-R（Windowsのフォ

ーマットでワード文かテキストファイルで

保存）を添付してください。なお、提出し

て頂いたメディアは返却致しません。  

4. 投稿原稿の採否は、編集会議で討議し決定し

ます。また、編集規定に従い、原稿の加筆、

訂正、削除などをお願いする場合もあります。 

北海道臨床工学技士会 
投稿・執筆規定 

5. 原稿執筆の順序  

1)見だし番号は以下の様にしてください。  

１. ＿＿＿＿＿＿見だし  

1）. ＿＿＿＿＿＿小見だし  

(1)  

2) 研究論文、研究速報および症例報告の記載

は以下の様にして下さい。  

1. 緒言 （はじめに、まえがき）  

2. 研究方法 （対象、症例、方法）  

3. 研究結果 （結果）  

4. 考察  

5. 結論 （結語、まとめ、おわりに）  

6. 参考文献の記載方法  

本文中の参考文献番号は右肩付文字にて

下記要領で記載してください。なお、共

著の場合は、その氏名を3人とし、3名以

外の扱いは、「3人目の氏名,ほか:」と記

載して下さい。  

3)参考文献の書き方  

（1）雑誌の場合  

・著者名,共著者名,共著者名,ほか : 論文

題名, 雑誌名巻(号); 初頁-終頁,発行年.  

（2）単行本の場合  

・著者名 : 書名. 版, 出版地. 出版社. 発

行年. 初頁-終頁  

6. 図表の規定（写真は図として扱う）  

1）図表に使用する文字は明朝体を使用して下

さい。  

2）提出する図表は、白黒で光沢鮮明な手札以

上の写真、または同等以上の解像度を有し

たものにして下さい。  

3）表題は、図は図の下に、表は表の上に記載

して下さい。 

 

 

記 

 

締め切り期日：2016年1月15日（金）必着  

原稿送付先：〒070-8610  

北海道旭川市金星町1丁目1-65  

市立旭川病院 臨床工学室  

澤崎 史明 <Sawasaki Fumiaki>  

Phone ：0166-24-3181(内線3905)  

FAX ：0166-24-1125  

Mail : f_sawasaki@city.asahikawa.hokkaido.jp  

 

※後日投稿の意志に変更が生じた場合も、上記

まで連絡をお願いいたします。  
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  去る 9 月 27 日、釧路赤十字病院で第 2 回地域

連携セミナーが開催されました。 

地域連携セミナーは各地域にてセミナーを開

催することで会員活動の活性化を図り、横の連

携を深めるとともに非会員への入会推進を目的

に開催されています。 

今回は「酸素療法および人工呼吸療法の基礎、

米国呼吸療法士の現状など」をドレーゲル・メ

ディカルジャパン株式会社の千葉祐子先生にご

講演頂きました。 

貴重なご講演を頂いた千葉先生に深く御礼申

し上げます。 

去る 9 月 6 日、北海道建設会館で第 6 回北海

道呼吸療法セミナーが開催されました。 

本セミナーは当会とドレーゲル・メディカル

ジャパン株式会社、コヴィディエンジャパン株

式会社、フィッシャー＆パイケルヘルスケア株

式会社の共催で開催致しました。             

 各分野でご活躍の先生方 4 名を講師として招

き、日々の業務ですぐに役に立つ有意義なセミ

ナーとなるよう企画されました。 

 また、実技セミナーにおいては機材の都合か

ら、50 名の参加者に限られてしまいましたが、

実際に「nasal high flow」を体験できる貴重な

機会となりました。 

 お忙しい中ご講演頂いた講師の先生方、共催

頂いた各社の皆様に深く御礼申し上げます。 

地域連携セミナーin 釧路の様子 

実技セミナーの様子 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公

益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームペー

ジまたは各記載の webサイトをご覧ください。 

****************************************** 

2015 年 11 月 8 日（日） 

「第 10 回 医療安全セミナー」 

会場 北海道建設会館  

札幌市中央区北 4 条西 3 丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2015 年 11 月 20 日（金）～ 21 日（土） 

「第29回日本冠疾患学会学術集会」 

会場 ロイトン札幌  

札幌市中央区北1条西11-1    

http://www2.convention.co.jp/29jca/ 

****************************************** 

2015 年 11 月 22 日（日） 

「第88回 北海道透析療法学会学術集会」 

会場 札幌コンベンションセンター  

札幌市白石区東札幌6条1丁目1-1 

http://www.dotoseki.net/ 

****************************************** 

2015 年 11 月 29 日（日） 

「第26回北海道臨床工学会」・「第2回北
海道・東北臨床工学会」 

会場 北海道大学学術交流会館  

札幌市中央区北8条西5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp 

****************************************** 
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 講習は座学とスキルステーションというシミ

ュレーションが組み合わされていました。また

講習会の始めと終わりにそれぞれテストがあ

り、講習会前後でどれだけ理解が深まったかを

客観的に確認できるようになっていました。 

 座学は重症患者の見分け方、気道管理、心肺・

脳蘇生、敗血症、急性呼吸不全と人工呼吸管理、

酸塩基平衡と酸素バランスなど多岐にわたる項

目を症例提示の中で学んでいくより実践的なも

のでした。そして講義中は講師の方から受講生

に絶え間ない質問攻め（責め?!）が。うかつに居

眠りなんて出来ません（焦）  

 スキルステーションはシミュレーション機器

を用い敗血症性ショック患者の初期治療、気道

管理、NPPV、人工呼吸器、院内急変時の対応

等について6〜7人1組であらかじめ用意された

シチュエーションに実際に対応していきます。

座学で学習した知識をもとに現場でどう活用す

るかがイメージしやすく非常に勉強になりまし

た!そして何よりも集中治療の第一線でご活躍さ

れている講師の方々に細かくご指導頂けた事は

とても価値のある事でした。 

 とにかく集中治療に関わる具体的な知識・技

術をたっぷりと学べた２日間でした!皆さんも興

味があれば是非参加してみて下さい!! 

 

札幌医科大学附属病院 臨床工学部 小川輝之 

 

 

皆さんはじめまして。4 月より札幌医科大学附

属病院臨床工学部に入職しました小川輝之で

す。現在、透析と集中治療室関連業務を主に担

当しています。経験年数は 12 年ですが集中治療

領域の業務経験は薄く、日々反省&勉強の毎日を

送っております。 

 今回私は 8 月 1 日（土）・2 日（日）の 2 日間、

日本集中治療教育研究会（JSEPTIC）主催の

FCCS（FundamentalCriticalCareSupport）セ

ミナーへ「自己研鑽」のためにと張り切って参

加してきました!! 

 このセミナーは米国集中治療医学会（SCCM）

が企画運営するもので、集中治療患者の管理を

する上で必要になる知識と具体的実践法を学ぶ

研修プログラムです。 

 日本では JSEPTIC 主催により毎年全国各地

の会場で複数回開催され、数多くの医師や看護

師、臨床工学技士等幅広い職種が参加していま

す。 

 札幌会場は例年吉田学園の素晴らしい施設を

利用し行われているらしいのですが、今回は諸

事情でそこが使えず札幌医科大学の講義室で行

なわれました・・・が、大学の建物は非常にレ

トロ。クーラーも無く・・・あいにく講習会当

日は猛暑。暑さとの闘いでもありました。  

平成 27 年 9 月までの理事会からのお知らせ 

 

・ 第 26 回北海道臨床工学会および第 2 回北海

道・東北臨床工学会について 

・ JIMGA 北海道地域本部「医療ガス保安講習

会」の後援について 

・ ISSN 問合せ対応 

・ 各委員会の取組みについて（セミナー、学会、

講演会、災害対策、他） 

・ 会費未納者の対応について 
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＜使い捨てカテーテル再使用  

神戸の病院「滅菌すれば…」＞ 

 

神戸の病院は３０日、不整脈を治療する際に心

臓内部に入れて用いる、使い捨ての「電極カテー

テル」を、滅菌処理して再使用していたと発表し、

謝罪した。厚生労働省が再使用を禁止していた。

再使用した可能性のある患者は少なくとも３３７

人にのぼるが、今のところ健康被害は確認されて

いない。 

 病院によると、循環器内科の不整脈治療スタッ

フらが少なくとも２０１０年度から、保険診療の

範囲を超える本数が必要になった際に、一回きり

で再使用していた。肝炎などに感染した患者に使

ったものは再使用していないという。今春着任し

た滅菌処理の担当者が気づき、院内に調査委員会

を設置して調べていた。 

 同科の診療科長は「保険では３、４本までしか

使えず、それ以上は病院負担になる。滅菌すれば

安全なので使ってしまった」と話した。病院は専

用電話で患者からの問い合わせに対応する。 

 

朝日新聞社 2015 年 7 月 30 日(木)配信 

◆RMニュース◆ 
 

＜医療の安全、実現できるか  

患者と向き合う医師に聞く＞ 

 

「医師の目線―検証・医療事故調査制度」 

 予期せぬ患者の死亡事例を対象とした医療事

故調査制度が１０月にスタートする。新たな取

り組みを通じて、医療の安全確保や、医療者と

患者との信頼構築は実現できるのか。診療の現

場で日々患者と向き合う医師に制度の意義や課

題を聞いた。 

 

※医療事故調査制度 

 対象は全国１８万カ所の医療機関と助産所。

診察や治療に関連した患者の予期せぬ死亡事例

について、新設される第三者機関「医療事故調

査・支援センター」への届け出や院内調査、遺

族への説明が義務付けられる。センターは院内

調査結果の報告を受け、情報を整理分析。患者

は院内調査に納得できない場合などはセンター

に調査を依頼できる。 

 

共同通信社 2015 年 8 月 24 日(月)配信 

＜医療器材洗浄で薬剤取り違える＞ 

  

高知の病院は７日、鋼製の医療器材に防さび

剤を塗布する工程で誤ってアルカリ性洗浄液を

使用したと発表した。誤使用の期間は７月２８

日～８月５日。器材は一部の手術や診療に使っ

たという。 

 病院によると、ピンセットや鉗子（かんし）

などの洗浄や滅菌をする装置に、防さび剤と間

違って洗浄液を補充していた。液は０．３％に

希釈される上、器材は防さび工程の後に水蒸気

で滅菌され、洗浄液は洗い流されるという。 

 病院は、患者の健康被害は生じないとみてい

るが、「ミスの原因を分析し、再発防止に努めた

い」としている。 

 

高知新聞社 20 15 年 8 月 10 日(月)配信 

＜神戸の病院がミスで再手術＞ 

 

神戸市民病院機構は３０日、関係病院（同市

中央区）で、人工関節を埋め込む手術の際に部

品を誤って用いたと発表した。手術後にミスに

気付いて再手術し、部品を取り替えた。 

 同機構によると、今年１月に８０歳代の男性

に対し、右足の付け根に人工骨や人工関節を埋

め込む手術をした。同じメーカーの人工骨や人

工関節を埋め込んだが、新型と旧型のものを合

わせて使用。手術後に納入業者から、将来的に

不具合が生じる可能性を指摘され、再手術で旧

型の人工関節を新型に入れ替えた。 

 病院では昨年９月から在庫を新型に移行して

いる途中で、手術中、埋め込んだ人工骨に適す

る関節を選ぶ際に医師が旧型を選んだという。 

 

毎日新聞社 2015 年 7 月 31 日(金)配信 
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このコーナーは、平成 26年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成27年3月に札幌医学技術福祉歯科専門学校を卒業し、現在 JA北海道厚生連 網

走厚生病院にて勤務中の土谷大輝さんです。 

 

JA北海道厚生連 網走厚生病院 

土谷 大輝 

私は、平成 27年 3月に札幌医学技術福祉歯科

専門学校 臨床工学技士科を卒業し、4 月より JA

北海道厚生連 網走厚生病院 臨床工学技術科で勤

務しています。 

 当科では、血液浄化業務、医療機器管理業務、

カテーテル業務、手術室業務などを行っています。

入職してから血液浄化業務を担当し初めの頃は、

毎日緊張しながら一つずつ業務をこなしていまし

た。特に初めての穿刺は、緊張で手が震え刺すま

でにとても時間が掛かりましたが、現在では穿刺

や日々の業務にもようやく慣れ、できることが増

えてきました。しかし、慣れてきたがゆえにミス

も多くなり、反省点も多くなりました。そのため、

先輩方や患者さんなどに迷惑をかけてしまい悔し

い思いをしています。また、知識面でも自分の勉

強不足を痛感しています。こうして振り返ってみ

ると、改善すべき事が多い５ヶ月だったと思いま

す。これからするべき事は、初心を思い出し確実

に業務をこなしていき安全な医療を提供していく

ことです。 

 北海道厚生連では、年 2 回各病院の技士を交え

ての研修会があります。そこでは、当院では行っ

ていない業務内容や各病院の考え方など様々な事

 北海道厚生連では、年 2 回各病院の技士を交え

ての研修会があります。そこでは、当院では行っ

ていない業務内容や各病院の考え方など様々な事

を学ぶことができます。このような恵まれた環境

を活かし、どうしたら自分のものにできるか、得

た知識や考え方をどのように業務に活かしていく

かなど常に目標をもち続け自身のレベルアップに

繋げていきたいです。 

 今では網走での生活にも慣れましたが、一人暮

らしや病院での勤務は初めてでとても不安でし

た。しかし気の合う同期たちに恵まれ今では毎日

楽しく生活しています。そんな中で、一日でも早

く先輩方に近づけるよう何事にも疑問感を持って

きたいです。また、患者さんに信頼される医療人

としての自覚と責任を持ち、成長していける臨床

工学技士を目指していきたいです。 
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